
Report : Friendly Day Event 2005
フレンドリーデーイベント開催報告

４月１４日はフレンドリーデー。
フレンドリーデーとは、友だちの大切さと人も動物も樹木も植物も
すべての自然が仲良しでいたいと願い、想う日です。
本当は、毎日こういうことを願って、祈って、日々過ごして欲しい。
でもその気持ちを毎日みんなで共有するのは難しいこと。
だからせめて１年に１回、世界中のみんながこの「想い」を共有
することが出来たら、
スマイル、そして愛が溢れる地球に近付けるはずです。



はじめに

FRIENDLYマップ実行委員長として

今回の私にとってのキーワードは『出会い』だった。

まずは人との出会い。友だちや他大学の学生、地域の商店の方々、ライブスタッフ・アーティスト・お客さんと、こ
んなに短い時間でこれほど多くの人の笑顔に出会ったことはなかった。

次に環境との出会い。マップ作りで見つけた小さなカフェ、道端にいつのまにか咲いた花、ライブ会場に流れる
空気。これほど自分をつつむものたちの存在感を感じることなどなかった。

そして自分との出会い。意外と人と会うことが好きだった。やっぱり公園の緑が好きだった。はじめて感じたライ
ブでの一体感と気持ちよさ。自分が少し好きになれた。

こんなにたくさんの『出会い』に出会うきっかけをくれたFRIENDLYDAY、ほんとうにありがとう！そしてこれまで私が出
会った人たち、本当にほんとうに“ありがとう！”

FRIENDLYマップ実行委員長 立教大学 ３年 小林幸恵

フレンドリーデーイベントの実現、開催にご協力、ご参加くださった皆様、本当にありがとうございました。お忙し
い中、快くFriendly Liveに出演してくださいました、５３様、KP様、Morphie様、美菜呼様、児島啓介様、そして終日写真撮
影に協力してくださいました佐藤雄治様をはじめ、子どもたちにフレンドリーデーのコンセプトを優しく、丁寧に伝え
てくださった愛隣幼稚園の先生方、愛・地球博でのフレンドリーデーイベント開催に積極的に関わってくださった
NPOボランティアチームの鶴岡朗様、OPEN MIC UP！とフレンドリーデーイベントのコラボレーションにご協力いただいた
谷崎テトラ様、OPEN MIC UP！で素敵なゲームを紹介してくださった藤井昌典様、Friendly Liveのプロモーションビデオを
制作してくださった酒井修平様、カンボジアでのイベント実現に協力いただいた江口未来様、Lynath様、さらには、
後援してくださったYahoo!ボランティア様、株式会社フォーサイド・ドット・コム様、日本経済新聞社様、毎日新聞東京
社会事業団様、読売新聞東京本社様、他フレンドリーデーにご賛同いただき、ご参加いただいた皆様、あらため
て心よりお礼を申し上げます。今年度、最初のフレンドリーデーイベントが開催された4月1日から4月14日まで、ひ
とりのけが人もなく、無事に開催できましたこと、大変ありがたく思っております。

そして、嬉しいことに、今年度のフレンドリーデーイベントに参加した学生、若者たちから、次々と新しいプロジェ
クトが立ち上がり始めています。4月14日フレンドリーデーの出会いが、さまざまな繋がりを生み、日本人として、平
和の体現者として、今後、世界的なムーブメントになっていくことと思います。

スマイル、笑うことの気持ちよさ、大切さ、人を思いやる気持ちの大切さを見せていくことで、いつか近い将来、
全世界の人々が一斉に笑える日が来ることを信じて、今後もフレンドリーデーの認知普及活動に励んでいきたい
と思っております。

ご参加、ご協力いただいた皆様に、心から感謝の気持ちを込めて、この報告書を送らせていただきます。

Friendly Day International 代表 藤田香織
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Friendly LIVE 2005
青い空、桜の木の下、Friendly Liveが開催されました！ピースフルなサウンドが空いっぱいにひろがりました。そして、4.14 
FriendlyDayのコンセプトに習い、５組のアーティストが同時にステージに上がり、ひとつの曲を会場のみなさんと一緒に歌い
ました。会場全体がひとつになった瞬間、それぞれのココロの中に大きな何かが生まれました。

FRIENDLY LIVE 2005 –Keep Smiling-
日時：2005年4月10日（日）
開場12:00 開演12:30 終演 15:00
場所：日比谷公園小音楽堂
入場料：無料

ライブ部門プロデューサー：神蔵守

協力：
フレンドリーライブ学生実行委員会
佐藤雄治（フォトグラファー）、
NPO法人Wink（広報協力）、
コラボT学生実行委員会、

後援：
Yahoo!ボランティア、
株式会社フォーサイド・ドット・コム、
日本経済新聞社、
毎日新聞東京社会事業団、
読売新聞東京本社

出演：53/KP/Morphie/児島啓介/美菜呼

MC：山田K家訓

総括：フレンドリーデーインターナショナル 藤田香織

12:00 開場

12:30 開演
KP

５３

フレンドリーマップアピール

Morphie

美菜呼

児島啓介

アーティストコラボレーション

Time Schedule



Friendly LIVE 2005
アーティスト、お客様の声

ステージ上はコラボの交差点みたいな場所でした。
普段は夜に活動する人たちや大学に通ってる人たち…

でもこの日は「フレンドリー」という１つのジャンルを作れたんだなあと。

楽しかった！

花粉とも仲良くしようと試みました

フレンドリーな姿をまたみんなで伝えていこう。Let's 大合唱！！！

ホントに素晴らしいコンサートだった。

みなさんと同じ時間を共有できたことにココロから感謝しています。

多くの人が参加して、とても雰囲気のいいイベントでしたね。
参加できてよかったです。新しい仲間との出会いや旧友との再会もあり、
友達って本当に大切だなーって改めて思いました。

今日は、ピースフルな午後のひとときをありがとう。

気持ち良く＆楽しく過ごせました。

本日は、素敵なライブをどうもありがとうございました。
お天気にも恵まれ、若い方からご年配の方までライブを楽しまれ、4.14フレンド
リーデーの趣旨や想いも伝わったのではないかと思います。

今回の様々な経験のなかで私が強く実感したことは、
出会いやきっかけを大切にすることやたくさんの人と想いを共有することの大きさ。
かかわりやつながりのなかで必ず何らかのかたちがうまれるということ。



言葉にすると分かりにくいことでも、音楽を通じて伝わりやすくなること、そして賛
同者が協力すれば、さらに輪が広まることを感じました（慶応大・柏木）

音楽の力、イベントの力をすごく感じました。一見怖そうなおじさんが笑顔で体で
リズムを取っているのを見たとき、このイベントに参加できてよかったと思いまし
た。（慶応大・田中）

地域・年代・バックグラウンドを越えて、人が繋がり共鳴していくことの楽しさを再
確認した一日でした。今後も多分野で活躍される方々とお会いできるのを楽し
みにしています。（慶応大・吉田）

ドキドキして、あったかい気持ちになりました。ＨＡＰＰＹになれたこと、ＨＡＰＰＹに
できたことが嬉しかった。(武蔵大・小松)

普通のライブを「熱い」と表現するならばＦＤライブは「温かい」って感じかなぁ…
やさしいキモチにさせてくれるイベントでした！(武蔵大・佐藤)

これもマップと同じになっちゃうけど、ひとつのイベントを通じて、多くの人が思い
を共有して感じることが出来たこと。とっても嬉しかったし、何より自分が楽しむ
事ができました☆(武蔵大・小林)

たくさんの方と時間が共有でき、ステキなライブでした。(東洋大・中島)

最後のフレンドリーソングをみんなで歌ったときに何か凄く感動した。みんなでつ
くりあげたライブなのだと実感出来た気がする。(東洋大・曽根)

知らない人と時間の共有ができたのが嬉しかったかなぁ。ビラ配ってたんだけど、
けっこうみんな興味を示してくれて。ヒトコトなら、幸せな時間の共有です。(立教
大・岡田)

あったかくてわいのわいのしてて、素敵なライブだった！受付は人が足りなくて
てんてこまいになりそうだったけど、たっくさんの方たちにあいさつできて嬉し
かったです！(立教大・水谷)

それぞれのアーティストの表現から友だちを思うことができたし、あの場にあれ
だけの人が集まったことがもうフレンドリーの第一歩となった(立教大・吉岡)

会場全体がひとつになったような、心がほっこりするよいライブだった！(立教
大・戸沢)

Friendly LIVE 2005
学生スタッフの声



Friendly Map Project
今年は、６つの大学の学生がフレンドリーマップ作りに励みました。ご協賛いただいた商店のみなさま、ありがとうご
ざいました！

●Friendly Map Project とは
4.14 FRIENDLY DAYのコンセプトに賛同する学生が、FRIENDLY LIVEの当日運営に加え自分が通う大学キャ
ンパスのある地域で作成する、ライブのフライヤーを兼ねたマップのこと。学生は大学周辺の商店にFRIENDLY 
DAYのコンセプトを伝え、賛同をいただいた商店はマップ上に協賛店として掲載する。協賛金による協力をいただく
ことでマップ制作費に充て、さらに利益分はライブ運営費の一部に充てることができる。
このFRIENDLY マップは、４月上旬にそれぞれの地域内で配布する。この時期は新入生歓迎期にあり、各大学の
キャンパス内で新入生を中心とした大学生に配布することができる。新入生はこのマップからまだ慣れないキャンパ
ス周辺地域の情報を取り入れることができ、在学生も改めて通学してきた地域を見直すことで、再発見のきっかけと
なりうる。また、掲載店の協力によってはフレンドリーマップがクーポン機能を果たすことになり、マップをもって協力
店に行くと「フレンドリー割引」や「フレンドリーサービス」を受けることができる。これは商店側にとっても知名度の向
上につながることとなる。
このFRIENDLY マップは表にライブのインフォメーション、裏に関連イベントや関係団体の紹介を記載し、フライ
ヤー機能を果たすものとする。

フレンドリーマップ裏表紙 フレンドリーマップおもて表紙



Friendly Map Project
各大学のマップとスタッフの声

立教大学・SEMBRAR
今回の活動で私が知ったものは、出会いのすばらしさと人の温かさです。改めて地域
を見なおすことでたくさんの素敵なお店の方と出会うことができました。お店に伺うた
びに感じる地域の温かさ、時間をとって交渉やビラ配りを手伝ってくれた友だちの温
かさは、これまで感じたことのないくらい深い想いでした。マップにはここにかかわった
すべての人の気持ちがつまっていると思います。出来上がったときの言い表せないよ
うな達成感と喜びはこの想いがあったからでしょう。今回私が出会ったたくさんのみな
さん、本当にありがとう☆

武蔵大学・POSSI.
最初はお店からなかなかＯＫがもらえなくて、「本当に16軒集まるの！？」とか考えた
りして、不安でたまらなかったけれど、少しずつ協賛してもらえるお店は増えてきて、
16軒集まったときはものすごい達成感でした。ひとつのもの（マップ）を色んな人で協
力して作り上げたこと、そのことを実感できたことがとても嬉しかったです。このような
機会を与えていただいて、ありがとうございました！

東洋大学・BE魂
マップを作った私たちも白山のことをあまりよく知らなかったのですが、マップを作るた
めにお店まわりをしていろんなお店や道もわかりました。そして地域の方との交流も
できたし、新入生にも地域のことを教えてあげることができたのでとても良かったです。
そして手書きのマップにしたことで私たちが作りましたという達成感と喜びが生まれた
ので良かったと思います。協賛店がなかなか集まらず、大変でしたが、よいものがで
きたと思うし、楽しかったです。

慶応大学・POM２
協賛を得るのはなかなか大変だったけど、お店の方達が応援して下さったり、「いい
マップができたね、ありがとう」と言って下さったり、素敵な出会いがたくさんありました。
新入生が、マップを使ってお店に出会う。それを想像すると嬉しくもなります。
ただのお店マップではなくて、フレンドリーデイへの趣旨があったからこそ共感を得ら
れたと思うし、また各大学ごとのマップを掲載することでフライヤー以上の配布効果が
あり、とても上手くできたシステムだなと感激しました。そしてそれは多くの人の反応
からも実感できました。

明治学院大学・有志
当初、協賛店がなかなか見つからず、正直泣きそうになった時もありました。でも、
FDIの想いに賛同して、協賛して下さった方々や協賛はできないけど心温まる言葉を
かけて下さった多くの方々に励まされてやり遂げることができました。そして、私たち
の学校がある地域には、こんなにも温かいお店や人々があるんだということを改めて
発見して感動し、もっとこの街が好きになりました。
また、配布の際には、友達のサークルや学部の後輩などが快く協力してくれたお陰で、
配り終えることができました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

埼玉大学・さいだい通りDEおーきなわっ！

正直初めは本当に協力してくれるのか不安でしたが、お店に広告の依頼をしに行っ
て、普段入ることのないようなお店の方とお話をすることができ、また今回の取り組
みに快く協力してくださり、確実に地域の中で今までにない関係が築くことができた
と思いました。



Friendly Day Event in 愛隣幼稚園
4.14 Friendly Day の輪は、幼稚園の子どもたちにまで広がりました！

●朝の自由遊びのあと、みんなで仲良くお片付け

●先生が「みんなと仲良くしようね」と教えてくれました

●新しく入ってきたばかりの年少さんを年長さんのお兄さん、お姉さんが優しく面倒を見てあげました

●みんなで汽車になって幼稚園を探検しました



Friendly Day Event in 愛・地球博ささしまサテライト会場
4.14 Friendly Day イベントは、東京だけではなく、愛知県でも開催されました！

●期日：２００５年４月１４日 １３：００～１９：００
●場所：「デ・ラ・ファンタジア」（愛・地球博ささしまサテライト会場）

「市民展示館」（エコライフプラザ）
http://www.delafantasia.jp/
http://www.ecolifeplaza.jp

●担当：npoボランティアチームジャパン（企画運営）

●内容：今回は「友達」や「家族」のみなさんに、
「フレンドリー（仲良しの秘訣）な気持ちを長くつづけるためには」
どうしたらいいのか？ メッセージをいただきました。

＊人と人、人と生物、人と自然などと、仲良くしている（フレンドリーな関係）人たちを記録します。

●当日はおかげさまで
前々日知人のCATV（「スターキャット」ヘラルド映画系列）による
サテライトスタジオにて、９分間出演しました。
当日も取材していただきました。

●市民展示館[エコライフプラザ] http://www.ecolifeplaza.jp
上記アドレスのブログにも掲載してあります。



OPEN MIC UP! Meets 4.14 Friendly Day

毎月第二木曜日に代官山で開催されているOPEN MIC UP! が4.14 Friendly Dayとコラボレーション。FRIENDLY FILMと
YONIN が登場しました！

OPEN MIC UP! とは？
マイクひとつを真ん中に、伝えたいメッセージを表現して、さまざまなメッセージに触れて、そし
て人に出会えるイベント。詩や絵本の朗読、唄、ラップなど声やことばによる想いを５分で表現。
２００５年１月よりスタートし、毎回ご好評をいただいております。

主催：Tokyo Poetrical Movement 共催：BeGood Café Tokyo, Friendly Day International

■FRIENDLY FILM Derected by Shuhei Sakai

4月10日に開催されたFRIENDLY LIVEで出演アーティストがひとつの曲をコラボレーションした音にのせて、PVを制作。この日、こ
のFILMを初披露しました。

■YONIN Derected by Masanori Fujii

ご自分で生み出されたYONINという名のゲームを2000年より5000人以上の方々に伝え広めている藤井昌典さんをお呼びし、
みんなでYONINをしました。



期日：2005年4月1日（金）

場所：カンボジア王国バッタンバン州チョンカソムラウ村の小学校

スケジュール：

7:00AM 4.14 フレンドリーデーのおはなし

8:10AM 質疑応答、アンケート回答

9:30AM お花に水遣り、ゴミ拾い

桜の木は、以前日本のとある団体から寄付されたものだそうです。その木にみんなでお水をあげました。そして、小学校
をキレイにしようとみんなでゴミ拾いをしました。カンボジアには、ゴミを収集するシステムが確立されていないので、集
めたゴミは燃やしました。

10:10AM 終了

協力：Palynath HAM/武蔵大学江口未来

4.14 Friendly Day Event in Cambodia

カンボジアでもフレンドリーデーイベントが開催されました！



私たちフレンドリーデーインターナショナルは、カンボジアの子どもたちに、

「あなたは4月14日フレンドリーデーに何をしたいですか？」と質問をしました。

We,Friendly Day International asked for the children in Cambodia,What do you want to do on 14th April Friendly Day?

Opinions : なにかハッピーなことをしたい！I want to make a happy program/友だちにプレゼントを贈りたい！I want to give a present to my 
friend/絵を描いて、交換したい！I’ll draw the picture to change each other/友だちとプレゼント交換をしたい！I will change the gift together 
with my friend/貧しい家族を助けたい！I will help poor family/他の場所に出かけ、伝統的なゲームをしたい！I will visit other place and play 
traditional game/貧しい、あるいはなにか問題を抱えている家族のところへ出かけ、よりよく暮らせるようにアドバイスをしてあげたい。そして、フレンド
リーデーのプログラムに習って、彼らが快適に暮らせるようにしてあげたい！I’ll bring the children who are poor or have problem in their family 
to visit and give the advice to them for their living better and better. I’ll make them to have comfortable in the family and their parents
or from FDI program/家族をプノンペンと海に招待したい！I want to invite my family and relative to visit PhnomPenh and the sea/わたしとあ
なたとわたしの友だちとみんなで一緒に散歩に行きたい！I and you and our friends go for walk together…

そして、カンボジアの大学生に、「フレンドリーデーをどう思いますか？」と質問をしました。

And we asked for the students in Cambodia, How do you feel about 4.14 Friendly Day?

Opinions : フレンドリーデーはわたしをハッピーにさせてくれる、そしてお互いにいい関係を築けていると思う！Friendly Day makes me happy and 
has a good relationship together/お金持ち、貧乏、など気にしなくてもいい！We don’t have to mind about rich and poor/フレンドリーデーは好
き、そしてサポートしていきたいと思う。とうのも、フレンドリーデーは私たちをハッピーにしてくれるし、日本とカンボジアの良い関係が築けると思うから。

I like and want to support Friendly Day program because it makes us happy and make good relationship between Japan and Cambodia/こ
のフレンドリーデーの企画が成功しますように。フレンドリーデーはいつもそして永遠に私たちの心の中にあるでしょう！I wish this Friendly Day 
Project will success and Friendly Day is always in our mind forever/

4.14 Friendly Day Event in Cambodia



4.14 Friendly Day Event in Cambodia

4.14 Friendly Day Eventに参加した子どもたち

ゴミ箱を抱えて

フレンドリーデーについてお勉強中

ゴミ拾い 拾ったゴミを燃やしました

アンケートに回答しています

フレンドリーデーって楽しそう！

犬も一緒に仲良くレクチャーを受けました！



Press
4.14 Friendly Day が記事として取り上げられました！

■2005年4月5日（火）朝日新聞

■2005年4月6日（水）Yahoo!ボランティア「今週のプチボランティア」

バックナンバー⇒http://volunteer.yahoo.co.jp/petit/petit_backnumber/index.html

■2005年4月8日（金）Earth Day Tokyo News vol.8「臨時増刊号」

■2005年4月8日（金）「交」のWA 交流から始まるコミュニティ

■2005年4月凸版印刷社内誌「採れたて！コンテンツ案内－第13回社会貢献型コンテンツ」

■2005年4月14日（木）J-wave クリス智子『BOOM TOWN』内 TEPCO KEY OF LIFE

■2005年4月14日（木）東京FM 柴田玲『SUPREME』

■2005年4月14日（木）FMヨコハマ

■2005年4月15日（金）「交」のWA 交流から始まるコミュニティ



FRIENDLY DAY INTERNATIONALの想いと活動内容

1. FRIENDLY DAY INTERNATIONAL事業活動宣言
世界中の人々の平和と共生は、この地球で暮らす人々の永遠の願いであり、

テーマでもあります。地球には、未だに多くの紛争がくすぶり続けていたり、

人類が暮らす大地・青い地球の環境問題や、

子供を巻き込む異常な犯罪が社会問題化している今、

平和や共生の根源は、感謝する気持ちと相手を思いやる気持ちにあります。

人も動物も樹木や植物も、すべての自然が仲良しでいたいと願う、

ソシアルキャラクター「ミスターフレンドリー」の思いを、まずは子供達から伝え、

世界中みんな仲良しでいようと願う日「４.１４フレンドリーデー」の認知普及活動を通じて、

今よりも少しでもいいから愛の多い星になるための事業活動を行ってゆきたいと考えています。

4.14 FRIENDLY DAYとは…
友だちの大切さと人も動物も樹木もすべての自然が仲良しでいたいと願い、想う日です。

本当は、毎日こういうことを願って、祈って、日々過ごして欲しい。でもその気持ちをみん

なで共有するのは難しいこと。 だからせめて1年に1回、世界中のみんながこの「想い」

を共有することが出来たら、スマイル、そして愛が溢れる地球になるはずです。

2. BUSINESS OUTLINE 「事業概要」
●Think Like Mr.FRIENDLY キャラバンツアー

幼稚園・保育園を訪問し、Think Like Mr.FRIENDLY短編アニメを通じて平和の根源である感謝する気持ちと

相手を思いやる気持ちの大切さを伝えるキャラバンツアーを行います。

●Friendly Day イベントの企画運営

大学生ネットワークを活用し、大学生主体のフレンドリーデー・イベントを企画運営すると共に国際友好に

取り組む学生が中心となり、 F.D.Iの事業モデルを海外に伝播してゆきます。

●www.Love-Peace-Friendly.netのサイト運営

地球の平和、共生に関する社会貢献活動団体や世界の子供を支援している団体の情報を収集し多くの人々に

活動内容を知ってもらうための機会づくりを行います。

●百貨店での催事販売

百貨店でのThink Like Mr.FRIENDLY催事販売収益事業を行います。この収益資金によりF.D.Iの事業活動が

可能になります。また、収益の一部を世界の子供達に支援活動している団体への支援に役立てます。

3. VISION 「ビジョン／2013年のF.D.I の活動」
4.14 フレンドリーデー・イベント開催のグローバル化

世界各国で、４月１４日「フレンドリーデー」の制定に伴い、国境を越えみんな仲良くしようとするイベントが

開催され全世界１０億人以上の人達が参加される日が１０年後の２０１３年にきっと来る事を

願い、それをF.D.Iのビジョンとして活動してゆきます。


